
さん（初
はつ

出
しゅつ

場
じょう

）が 83 杯
はい

で優
ゆう

勝
しょう

。　　

　 女
じょ

性
せい

陣
じん

も 男
だん

性
せい

に負
ま

けじと頑
がん

張
ば

り、三
み

宅
やけ

さん

が 77 杯
はい

を記
き

録
ろく

、

女
じょ

性
せい

の意
い

地
じ

を見
み

せた。　昨
さく

年
ねん

は

男
だん

性
せい

が 新
しん

記
き

録
ろく

106 杯
はい

を 樹
じゅ

立
りつ

。

女
じょ

性
せい

は昨
さく

年
ねん

56 杯
はい

で、今
こ

年
とし

はその記
き

録
ろく

を上
うわ

回
まわ

っている。

　課
か

題
だい

　「わんこそば祭
まつ

り」は、年
ねん

々
ねん

人
にん

気
き

上
じょう

昇
しょう

で県
けん

人
じん

会
かい

にとっ

て嬉
うれ

しい悲
ひ

鳴
めい

であるが、材
ざい

料
りょう

と担
にな

い手
て

、出
しゅつ

場
じょう

者
しゃ

に其
それ

々
ぞれ

課
か

題
だい

があ

ると思
おも

う。まず使
し

用
よう

するソバで、国
こく

産
さん

品
ひん

は茹
ゆ

でて時
じ

間
かん

が経
た

つと「こ

し」の持
じ

続
ぞく

に問
もん

題
だい

がある。以
い

前
ぜん

は何
なん

回
かい

か日
に

本
ほん

製
せい

ソバを使
し

用
よう

した。

（岩
いわ

手
て

産
さん

のソバも）が、昨
さく

年
ねん

から輸
ゆ

入
にゅう

ソバの価
か

格
かく

が 3 倍
ばい

に値
ね

上
あ

がり、

手
て

頃
ごろ

な値
ね

段
だん

で提
てい

供
きょう

出
で

来
き

ないのが難
なん

点
てん

。来
らい

年
ねん

は問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

を図
はか

り

たい。

　「 注
つ

ぎ 手
て

」

と参
さん

加
か

者
しゃ

のタ

イ ミ ン グ が

一
いっ

致
ち

すると、

新
あたら

し い 記
き

録
ろく

も生
う

まれるの

ではないか。

　

　　岩
いわ

手
て

県
けん

人
じん

会
かい

の 「わんこそば祭
まつ

り」 は、コロニアの皆
みな

さんが心
こころ

待
ま

ちにしている年
ねん

１回
かい

の 「祭
まつ

り」 となった。

　ソバをゆっくり味
あじ

わい方
かた

には、ざるソバ方
ほう

式
しき

で食
た

べ放
ほう

題
だい

。ギョ

ウザ一
ひと

皿
さら

付
つ

きで、記
き

録
ろく

証
しょう

明
めい

書
しょ

を配
はい

布
ふ

したところ競
きそ

ったようで、

ざるソバ 4 杯
はい

の人
ひと

もいた。

　　「出
だ

汁
し

」 はコロニアの料
りょう

理
り

自
じ

慢
まん

者
しゃ

から得
え

た知
ち

恵
え

を網
もう

羅
ら

し、更
さら

に試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

を重
かさ

ねた甲
か

斐
い

あって、味
あじ

は上
じょう

々
じょう

で美
お

味
い

しかったとの

評
ひょう

。輸
ゆ

入
にゅう

そばが手
て

頃
ごろ

な価
か

格
かく

であれば、使
し

用
よう

したいのが本
ほん

音
ね

であり、

「美
お

味
い

しいソバ」 を賞
しょう

味
み

していただけると思
おも

う。

　　　　写
しゃ

真
しん

は注
つ

ぎ手
て

と競
きょう

技
ぎ

参
さん

加
か

者
しゃ

、 どちらも忙
いそ

しそう　

　3 分
おうん

間
かん

で何
なん

杯
はい

食
た

べられるかを競
きそ

う競
きょう

技
ぎ

は、５グループ 24 人
にん

が

参
さん

加
か

し競
きそ

った。スタッフから 「どんどんどんどん」 の掛
かけ

け声
どえ

に誘
さそ

われ威
い

勢
せい

よく競
きそ

った。なかには急
いそ

ぎすぎてむせる人
ひと

もおり大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

かと心
しん

配
ぱい

する人
ひと

も・・・。

　ざるソバを楽
たの

しんでいる人
ひと

々
ぎと

も、箸
はし

の手
て

を休
やす

め出
しゅつ

場
じょう

者
しゃ

の一
いっ

挙
きょ

一
いち

動
どう

を見
み

守
まも

り大
おお

きな声
せい

援
えん

が揚
あ

がっていた。

　結
けっ

果
か

、昨
さく

年
ねん

の覇
は

者
しゃ

藤
ふじ

井
い

さんの 106 杯
ぱい

には及
およ

ばずながら、有
あり

山
やま

　

 日
にっ

系
けい

コロニアに大
だい

人
にん

気
き

の 「第
だい

８回
かい

岩
いわ

手
て

わん

こそば祭
まつ

り」 が、5 月
がつ

25 日
にち

（日
にち

曜
よう

日
び

）県
けん

人
じん

会
かい

ホールで午
ご

前
ぜん

11 時
じ

から開
かい

催
さい

され、小
こ

雨
さめ

降
ふ

るなか約
やく

300 名
めい

が来
らい

場
じょう

。3 分
ぷん

間
かん

で何
なん

杯
はい

食
た

べられるかの競
きょう

技
ぎ

や、お代
か

わりの「ざるそ

ば」を味
あじ

わった。競
きょう

技
ぎ

の

部
ぶ

では有
あり

山
やま

ジョージさん

（ 写
しゃ

真
しん

） が 83 杯
はい

で、 昨
さく

年
ねん

の覇
は

者
しゃ

に１杯
ぱい

の差
さ

で優
ゆう

勝
しょう

した。
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　　　第
だ い

８回
か い

わんこそばまつり

　  会
かい

場
じょう

を埋
う

めた 「わんこそば」 ファン

　　（ １ ）



安
あ

倍
べ

総
そ う

理
り

ブラジル訪
ほ う

問
も ん

       

日
に っ

伯
ぱ く

関
か ん

係
け い

の強
き ょ う

化
か

を

　８月
がつ

１
つい

日
たち

、安
あ

倍
べ

普
しん

三
ぞう

首
しゅ

相
しょう

は中
ちゅう

南
なん

米
べい

訪
ほう

問
もん

の一
いっ

環
かん

としてブラジル

を訪
ほう

問
もん

。首
しゅ

都
と

ブラジリアでジウマ・ルセゥ大
だい

統
とう

領
りょう

と会
かい

談
だん

。ブラ

ジル沖
おき

合
あい

の深
しん

海
かい

油
ゆ

田
でん

開
かい

発
はつ

など、エネルギー分
ぶん

野
や

、医
い

療
りょう

、などと

農
のう

業
ぎょう

面
めん

やインフラ整
せい

備
び

支
し

援
えん

等
とう

で、両
りょう

国
こく

の互
ご

恵
けい

的
てき

協
きょう

力
りょく

関
かん

係
けい

の

構
こう

築
ちく

、更
さら

に両
りょう

国
こく

の民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

、人
じん

権
けん

、法
ほう

など基
き

本
ほん

的
てき

価
か

値
ち

の共
きょう

有
ゆう

、

防
ぼう

災
さい

、環
かん

境
きょう

などグローバルパートナーシップとして、両
りょう

国
こく

関
かん

係
けい

の 強
きょう

化
か

が 共
きょう

同
どう

声
せい

明
めい

で

あったと伝
つた

える。

　ジウマ大
だい

統
とう

領
りょう

主
しゅ

催
さい

午
ご

餐
さん

会
かい

や大
たい

使
し

館
かん

で地
ち

域
いき

日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

代
だい

表
ひょう

200 人
にん

との

懇
こん

談
だん

会
かい

にも出
しゅっ

席
せき

した。

　1
つい

日
たち

夕
ゆう

サ ン パ ウ ロ 入
い

り し た 総
そう

理
り

一
いっ

行
こう

は、2
ふつ

日
か

午
ご

前
ぜん

イ ビ ラ プ エ ラ

公
こう

園
えん

内
ない

に あ る

「開
かい

拓
たく

先
せん

没
ぼつ

者
しゃ

慰
い

霊
れい

碑
ひ

」 を 参
さん

拝
ぱい

し 献
けん

花
か

。 移
い

民
みん

先
せん

駆
く

者
しゃ

の霊
れい

を労
ねぎた

った。隣
りん

接
せつ

の日
に

本
ほん

館
かん

で夫
ふ

妻
さい

は植
しょく

樹
じゅ

を行
おこな

った。

　その後
ご

JETRO 主
しゅ

催
さい

の「日
にっ

伯
ぱく

医
い

療
りょう

セミナー」「ビジネスセミナー」

で講
こう

演
えん

。アルキミンサンパウロ

州
しゅう

知
ち

事
じ

とも懇
こん

談
だん

。科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

分
ぶん

野
や

の協
きょう

力
りょく

が結
むす

ばれた。

　一
いっ

方
ぽう

、昭
あき

恵
え

夫
ふ

人
じん

はイタケーラ区
く

のカルモ公
こう

園
えん

で、移
い

民
みん

100 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

モニュメント視
し

察
さつ

や桜
さくら

まつりに出
しゅっ

席
せき

。老
ろう

人
じん

ホーム「憩
いこい

の

園
その

」の入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

を労
いたわ

った。サンタクルス病
びょう

院
いん

やリベルダージ広
ひろ

場
ば

も見
けん

学
がく

した。

　さて、2
ふつ

日
か

午
ご

後
ぜん

４
よ

時
じ

半
はん

からの安
あ

倍
べ

総
そう

理
り

夫
ふ

妻
さい

の歓
かん

迎
げい

式
Ｓき

に出
しゅっ

席
せき

し

ようと長
ちょう

蛇
だ

の列
れつ

。日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

福
ふく

祉
し

協
きょう

会
かい

大
だい

講
こう

堂
どう

に 1000 人
にん

余
よ

が出
しゅっ

席
せき

。式
しき

までの待
まち

ち時
じ

間
かん

に司
し

会
かい

者
しゃ

が主
おも

にポルトガル語
ご

で喧
やかま

しくペラ

ペラ・・・。業
ごう

を煮
にや

やした年
ねん

配
ぱい

者
しゃ

がここは日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

協
きょう

会
かい

だから、

日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

してくれと提
てい

案
あん

。在
ざい

住
じゅう

日
に

本
ほん

人
じん

は拍
はく

手
しゅ

を贈
おく

っていた。

編
へん

集
しゅう

子
っこ

も日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

協
きょう

会
かい

の名
な

に恥
は

じない日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

うべきだと

思
おも

っていたので賛
さん

同
どう

した。

  定
てい

刻
こく

に安
あ

倍
べ

総
そう

理
り

一
いっ

行
こう

が

到
とう

着
ちゃく

、文
ぶん

協
きょう

部
ぶ

員
いん

のコー

ラスが流
なが

れる中
なか

、講
こう

堂
どう

に

入
にゅう

場
じょう

し席
せき

についた。

　普
ふ

通
つう

であれば当
とう

地
ち

代
だい

表
ひょう

の歓
かん

迎
げい

の辞
じ

があるが、

時
じ

間
かん

の関
かん

係
けい

か総
そう

理
り

の挨
あい

拶
さつ

から始
はじ

まった。

　本
ほん

日
じつ

は私
わたくし

のために遠
とお

くからもお出
い

で頂
いただ

きと謝
しゃ

意
い

を述
の

べ、55 年
ねん

前
まえ

に私
わたし

の祖
そ

父
ふ

「岸
きし

信
のぶ

介
すけ

」が総
そう

理
り

として初
はじ

めての訪
ほう

問
もん

時
じ

に、皆
みな

さ

んの歓
かん

迎
げい

振
ぶ

りに涙
なみだ

をながし喜
よろこ

んだエピソードを披
ひ

露
ろう

。

　移
い

民
みん

資
し

料
りょう

館
かん

、日
にっ

系
けい

代
だい

表
ひょう

らと懇
こん

談
だん

し移
い

民
みん

の歴
れき

史
し

を学
まな

んだ。また、

ブラジル人
じん

からジャポネス・ガランチード（日
に

本
ほん

人
じん

は誠
せい

実
じつ

の意
い

味
み

）と尊
そん

敬
けい

されていることは、日
に

本
ほん

で暮
く

らす日
に

本
ほん

人
じん

も大
たい

切
せつ

にしな

ければならないと語
かた

った。

　先
さき

の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

は辛
つら

く悲
かな

しい経
けい

験
けん

で、ブラジル国
こく

民
みん

や日
にっ

系
けい

人
じん

からの大
おお

きなご支
し

援
えん

に感
かん

激
げき

した。被
ひ

災
さい

者
しゃ

も助
たす

けあい、労
いたわ

り、

協
きょう

力
りょく

、礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しく復
ふっ

興
こう

へ頑
がん

張
ば

っている姿
すがた

も、ガランチードだと

思
おも

う。

　海
かい

外
がい

の皆
みな

さんは、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

伝
でん

承
しょう

、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

、スポーツ、

医
い

療
りょう

、福
ふく

祉
し

活
かつ

動
どう

などを実
じっ

際
さい

に見
けん

聞
ぶん

した。

政
せい

府
ふ

は今
こん

後
ご

も様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

を支
し

援
えん

すること

を約
やく

束
そく

すると語
かた

った。

　このたび大
おお

勢
ぜい

の皆
みな

さんとの出
で

会
あ

いは、

私
わたし

も決
けっ

して忘
わす

れられない出
で

来
き

事
ごと

と感
かん

激
げき

し

ている。日
に

本
ほん

とブラジルは「魂
たましい

と魂
たましい

の交
こう

流
りゅう

」が、両
りょう

国
こく

関
かん

係
けい

のために全
ぜん

力
りょく

を尽
つく

くし

ます。日
にっ

系
けい

の皆
みな

様
さま

が各
かく

分
ぶん

野
や

で益
ます

々
ます

ご活
かつ

躍
やく

されることを、祈
き

念
ねん

申
もう

しあげ挨
あい

拶
さつ

としま

すと述
の

べた。

　　　（大
だい

講
こう

堂
どう

は歓
かん

迎
げい

式
しき

に集
あつ

まった人
ひと

々
びと

で満
まん

席
せき

となった）

　「サプライズ」　安
あ

倍
べ

総
そう

理
り

の要
よう

望
ぼう

で、式
しき

に出
しゅっ

席
せき

した方
かた

々
がた

と総
そう

理
り

ご

夫
ふ

妻
さい

との記
き

念
ねん

写
しゃ

真
しん

の撮
さつ

影
えい

が行
おこな

われ、おそらく 50 回
かい

以
い

上
じょう

の撮
さつ

影
えい

が

行
おこな

われたと聞
き

く。　　　写
しゃ

真
しん

提
てい

供
きょう

　伊
い

東
とう

　信
のぶ

比
ひ

古
こ

　さん

　　（　２　）　



５月５日　運動会・わんこそば祭りの案内を会員へ発送
　　陸前高田市の大和田加代子さん
 ☆  遠野の佐々木栄洋さん経由で産経新聞の野田さんへ、被災地
　   とＷ杯をつなぐ新たな交流について情報提供
18  第８回東北ブロック青年部主催運動会に約 800 名来場
19  南部美人の久慈さんより酒輸出について、6 月 11 日 5 時か
　  らＮＨＫ盛岡ラジオ番組「まじぇ 5 時」に電話中継にお願い       
20  岩手日報松岡氏より、Ｗ杯現地のリポート願い受信
21  県人会ニュース 185 号を国内外へ 450 部発送
25  第 8 回わんこそば祭り開催。約 300 名が参加し盛況
26  尋ね人県人の「高橋幸太郎」さん 10 年以上前死去と。安部
　   正司さん、伊東信比古さんから情報
28-29　県連役員会、代表者会に千田会長出席
29 ＮＨＫ盛岡の６月１１日（水）の午後５時（日本時間）放送
　  の番組『まじぇ５時』、大槻隆行さんから事前取材の電話あり
６月４日　Ｗ杯寄稿①を岩手日報社へ発信
７　ソロカバ市営球場でＷ杯日本チームのトレーニング見学
９　岩手日報よりブラジル県人会発Ｗ杯だより①の紙面送付あり
11  ＮＨＫ盛岡「まじぇ 5 時」に電話中継で会長宅に電話あり
☆　I ＢＣ岩手放送の中村ディレクターより、昔の映像（岩手アー
　   カイブの旅、1960 年代番組）について質問の電話あり
12  Ｗ杯 2014 がサンパウロのイタケーラ蹴球場で開幕

　県
け ん

人
じ ん

会
か い

の動
う ご

き
　5 月 ・ 6 月 ・ 7 月 8 月

　　会
か い

費
ひ

納
の う

入
にゅう

者
し ゃ

名
め い

　（敬
け い

称
しょう

略
りゃく

） Anuidade Pagantes

５月 5 日から　久保和子 ( Kazuko Kubo )、石川百合子ジュリア（ 

Julia Yuriko Ishikawa 2013 a 14）、平尾宏子 (Hiroko Hirao ),

岡田ダニエル ( Daniel Okada ) 、泉政秀 (Masahie Izumi)、

栃沢千秋 ( Chiaki Tochizawa )、上村啓子 (Keiko Kamimura)、

栃沢邦夫 ( Kunio Tochizawa )、小原アヤ ( Aya Ohara )、

中村健三 ( Kenzo Nakamura )、

6 月  工 藤 五 三 郎 ( Gosaburo Kudo )、 浅 見 マ リ ア ( Maria 

Assami)、切田雅美（ Masami Kirita 2013 a14）、及川まゆみ

( Mayumi Oikawa )、児玉勲 ( Isao Kodama )、吉原よしみ 

(Yoshimi Yoshihara )、稗貫義友 (Yoshitomo Hienuki )、 

７月　服部葉子 ( Yôko Hattori ) ,高橋信男 ( Nobuo Takahashi )、

鈴田豊昭 ( Toyoaki Suzuta) 、

 8 月　 中 野 光 雄 ( Mitsuo Nakano ) 、 三 原 寿 樹（ Toshiki 

Mihara 2013-14）、尾崎眞次 ( Sinji Ozaki )  岩崎宏美 ( Hiromi

Iwasaki )　高橋宏二カルロス（Carlos　Koji　Takahashi )

藤沢晴巳（Haremi　Fujisawa 2013 a 2014 )　前川鮎之助

（Ayunosuke Maekawa 2013 a 2014 )　村川武春（ Takeharu 

Murakawa )　千葉和枝（Kazue Chiba)　関　めいこ ( Meiko

　Seki 2013 a 2014 )、　8 月 15 日まで

9 月　佐々木久六 ( Kyuroku Sasaki ),
　　　

寄
き

付
ふ

・ 寄
き

贈
そ う

　（敬称略） ( Doações )

　田鎖　満　餅切り機（日本製）、図書　利用者多数、

　お茶菓子　利用者多数

　藤沢清美岩手民謡協会長　「新・岩手の民謡」（ＣＤ入り）

  　
図

と

書
し ょ

利
り

用
よ う

数
し ゃ

　5 月　502 冊　102 名、

  　 6 月　463 冊　98 名、　7 月　556 冊　133 名、

　  来
ら い

館
か ん

者
し ゃ

数
す う

（1 階ホール利用者数は含まれません）

　  ５月　378 名、　6 月　369 名、 7 月　387 名、

　　（ ３ ）

　逝
せ い

去
き ょ

　（Farecidos）佐
さ

々
さ

木
き

和
かず

子
こ

さん（行年 90 歳、盛岡出身）

は、7 月 10 日逝去されました。（佐々木憲輔県人会相談役の

母親）尚、49 日法要は 8 月 23 日（土）午後 2 時より市内の「仏

心寺」Rua São Joaqium 285　Liberdade で行われます。

 泉
いずみ

　百
も

々
も

吉
きち

さん（行年 102 才・昭和 7 年渡伯、住田町出身）

は 7 月 12 日に永眠されたと子息から連絡がありました。

野
の

村
むら

　武
たけ

雄
お

さん（紫波町出身）は 2009 年に亡くなられたとの事。

河
かわ

野
の

　ヤエさん（行年 93 歳、九戸郡山形出身）は、7月 15 日逝去。

　　　亡くなられた方々のご冥福を祈ります。

12   陸前高田の大和田加代子さんから津波注意報について受信 
18  日本移民 106 周年記念日。慰霊碑参拝に会長出席 
19  役員会開催。日本祭り用金糸卵作り。冷凍保存
28  コロッケ弁当用のコロッケ作成し冷凍保存作業を行う
25-26　県連役員会、代表者会に会長出席
7 月 4 ー 6 日　第 17 回日本まつりに参加。１８万人入場か
10  Ｗ杯最終⑥の記事を日報の菅原さんへ発信
20  岩手日報社編集局報道部記者新沼雅和氏より、安倍首相が　
　   ルセフ大統領との会談での方針を表明した後、県人の方たち       
　　のコメントを掲載の願い受信     
17  8 月度役員会の案内状発信。
25   岩手民謡協会藤沢清美会長から「岩手民謡」
29  年度会費未納会員へ銀行振り込み用紙を発送　
30  岩手日報社へ安倍総理共同声明について、在住県人コメント
　　4 人分（千田、山中正二、及川公雄、菅原正芳さん）を発信。
30/31　県連役員会、代表者会に会長出席
8 月 2 日　文協で開催された安倍総理の歓迎式に県人多数出席
８   会員へＷ杯便りや、誕生会のお知らせ発送
９   月例役員会開催
18  国際交流協会宮順子さんより賛助会費納入リスト受信 
      坂上美奈子さん、龍彦さんは来る 27 日県人会訪問

　　　ブラジル岩手県人会賛助会費納入者名　（敬称略）

吉田恭子（2014-2013 年分）、藤村とも子、清水泰宏、

藤沢清美、真崎良平、松本トミ、菅原圓雄、一戸和、熊谷澄子、

斉藤好弘、佐々木義久、鈴木直志、高橋良平、武藤千賀子、       

吉田英子、渡邊史郎、高橋典克、渡辺勉、小田島栄、伊藤栄喜、

 佐々木栄洋、和賀武耕、久慈浩介、三上牧蔵、三上紀子、

米澤廣次、小関浩喜、増田稲子、岩船信一、藤村秋夫、



で、300 店
てん

以
い

上
じょう

あると聞
き

く。高
こう

級
きゅう

料
りょう

理
り

店
てん

ほど日
にっ

系
けい

よりブラジ

ル人
じんｎ

の利
り

用
よう

者
しゃ

が多
おお

い。

　「県
けん

人
じん

会
かい

の郷
きょう

土
ど

食
しょく

」 ここ数
すう

年
ねん

当
とう

会
かい

は、母
ぼ

県
けん

である賛
さん

助
じょ

会
かい

員
いん

から

提
てい

供
きょう

頂
いただ

いている岩
いわ

手
て

県
けん

北
ぽく

産
さん

の特
とく

製
せい

「ワカメ」を使った「三
さん

陸
りく

わ

かめうどん」として出
しゅっ

品
ぴん

。基
き

本
ほん

の出
だ

汁
し

をふんだんに使
つか

い、「味
あじ

」

にこだわり、ワカメ、天
てん

ぷら、金
きん

糸
し

卵
たまご

、キノコや昆
こん

布
ぶ

が入ってい

るお陰
かげ

で昨
さく

年
ねん

を上
うわ

回
ま

る 1,100 食
しょく

を提
けい

供
きょう

。

　「コロッケ弁
べん

当
と う

」　昨
さく

年
ねん

から、ジャガイモの代
かわ

わりに Mandioca( タ

ロ芋 ) で作
つく

ったコロッケ弁
べん

当
とう

700 食
しょく

を販
はん

売
ばい

。マンジョッカは油
あぶら

で揚
あげ

げるとき割
わ

れない利
り

点
てん

があり仄
ほの

かな甘
あま

みもある。

　「ギョウザ」 はブラジル人
じん

にも人
にん

気
き

があり 1500 皿
さら

を完
かん

売
ばい

。岩
いわ

手
て

の銘
めい

酒
しゅ

「南
なん

部
ぶ

美
び

人
じん

」蔵
くら

元
もと

の協
きょう

力
りょく

もあり、美
お

味
い

しい酒
さけ

を提
てい

供
きょう

し宣
せん

伝
でん

に一
ひと

役
やく

買
か

った。

　「屋
お く

内
ない

展
てん

示
じ

場
じょう

」 は、

日
にっ

系
けい

企
き

業
ぎょう

、 日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

関
かん

連
れん

、コロニア団
だん

体
たい

、バザー店
てん

、子
こ

供
ども

から大
おと

人
な

までの文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

ブース、世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

された「富
ふ

士
じ

山
さん

」を様
さま

々
ざま

な角
かく

度
ど

から見
み

た写
しゃ

真
しん

展
てん

もあり、

雄
ゆう

大
だい

で美
うつく

しい富
ふ

士
じ

山
さん

の写
しゃ

真
しん

は、特
とく

にブラジル人
じん

に好
こう

評
ひょう

だったと

のこと。

　「課
か

題
だい

」 県
けん

連
れん

の実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

が計
けい

画
かく

から開
かい

催
さい

、残
ざん

務
む

整
せい

理
り

とお疲
つか

れ

と評
ひょう

価
か

したい。今
こん

後
ご

も場
ば

所
しょ

、ブースや関
かん

連
れん

施
し

設
せつ

の高
こう

騰
とう

で年
ねｎ

々
ねん

厳
きび

しくなり、各
かく

県
けん

人
じん

会
かい

の負
ふ

担
たん

額
がく

も増
ふ

えている。来
らい

年
ねん

負
ふ

担
たん

額
がく

が増
ふ

え

れば参
さん

加
か

県
けん

人
じん

会
かい

が 7 割
わり

まで落
お

ち込
こ

むとのではと危
き

惧
ぐ

している。

  「交
こ う

流
りゅう

」 一
いっ

方
ぽう

若
わか

い人
ひと

々
びと

のボランテイア精
せい

神
しん

は旺
おう

盛
せい

で、参
さん

加
か

する

事
こと

により幅
はば

広
ひろ

い交
こう

流
りゅう

や絆
きずな

、視
し

野
や

が広
ひろ

がって喜
よろこ

ばしい。

　「お
れい

礼」 準
じゅん
備
び
から本

ほん
番
ばん
と頑
がん
張
ば
った役

やく
員
いん
、婦

ふ
人
じん
部
ぶ
、青
せい
年
ねん
部
ぶ
とお手

て

伝
つだ
い頂
いただ
いた皆

みな
さんに、大

おお
きな拍

はく
手
しゅ
と心
こころ
からのお礼

れい
を述べたい。皆

みな

さんお疲
つか
れさまでした。ありがとう・Obrigado ！！　

　　（ ４ ）

　          人
ひ と

人
ひ と

人
ひ と

々
び と

・ ・ ・ 第
だ い

１７回
か い

日
に

本
ほ ん

まつり　Festival do Japão

　海
かい

外
がい

日
にっ

系
けい

コロニア最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

のお祭
まつ

りとなった , 県
けん

連
れん

（県
けん

人
じん

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい

）主
しゅ

催
さい

「第
だい

１７回
かい

日
に

本
ほん

まつり（Festival do Japão）」が、７

月
がつ

４
よっ

日
か

から６
むい

日
か

にかけて例
れい

年
ねん

通
どお

りイミグランテ会
かい

場
じょう

で盛
せい

大
だい

に開
かい

催
さい

された。

　祭
まつ

りのテーマは「三
さん

方
ぽう

良
よ

し」で、売
う

り手
て

、買
かい

い手
て

、世
せ

間
けん

の三
さん

方
ぽう

満
まん

足
ぞく

する祭
まつ

り。３
みっ

日
か

間
かん

好
こう

天
てん

に恵
めぐ

まれ昨
さく

年
ねん

の１８万
まん

人
にん

を上
うわ

回
まわ

る入
にゅう

場
じょう

者
しゃ

があったと感
かん

じた。

　 期
き

間
かん

中
ちゅう

ワ ー

ルドカップも重
かさ

なり、会
かい

場
じょう

には

日
に

本
ほん

応
おう

援
えん

の ユ

ニホームを着
き

た

サッカーサポー

ターも多
おお

く見
み

ら

れ、ブラジルでの日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

や各
かく

県
けん

の郷
きょう

土
ど

食
しょく

紹
しょう

介
かい

に目
め

をみはっ

ていた。サッカーファン集
しゅう

客
きゃく

のため特
とく

設
せつ

舞
ぶ

台
たい

、屋
おく

内
ない

展
てん

示
じ

場
じょう

、県
けん

人
じん

会
かい

ブースなどにスクリーンやテレビが設
もう

けられた。

　会
かい

場
じょう

を初
はじ

めて訪
おとず

れた駐
ちゅう

伯
はく

梅
うめ

田
だ

大
たい

使
し

は「日
に

本
ほん

祭
まつ

りが大
だい

規
き

模
ぼ

で開
かい

催
さい

され、日
にっ

系
けい

やブラジル人
じん

にも受
うけ

入
い

れられており、今
こん

後
ご

継
けい

続
ぞく

して

いく為
ため

には官
かん

・民
みん

・日
にっ

系
けい

が一
いっ

体
たい

となる事
こと

が大
たい

切
せつ

だ」と述
の

べたという。

　『食
しょく

』　今
こ

年
とし

は４３都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

人
じん

会
かい

が参
さん

加
か

（４県
けん

が原
げん

材
ざい

料
りょう

難
なん

や

人
ひと

手
で

不
ふ

足
そく

に よ り

不
ふ

参
さん

加
か

） と 日
にっ

系
けい

福
ふく

祉
し

団
だん

体
あち

が出
しゅっ

店
てん

。

各
かく

県
けん

自
じ

慢
まん

の 郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

が一
いっ

ヶ
か

所
しょ

で

味
あじ

わ え る お 祭
まつ

り

は、本
ほん

家
け

の日
に

本
ほん

に

も無
な

いだろう。日
に

本
ほん

食
しょく

は日
にっ

系
けい

はもとよりブラジル人
じん

には、ヘルシーな食
た

べ物
もの

として

潜
せん

在
ざい

的
てき

な人
にん

気
き

がある。日
に

本
ほん

食
しょく

レストランはサンパウロ市
し

内
ない

だけ

　　ブラジル人も一杯の食広場



　　　東
と う

北
ほ く

ブロック運
う ん

動
ど う

会
か い

盛
せ い

大
だ い

に

　5 月
がつ

18 日
にち

（日
にち

曜
よう

日
び

）午
ご

前
ぜん

9 時
じ

から、第
だい

10 回
かい

東
とう

北
ほく

ブロック・

北
ほっ

海
かい

道
どう

青
せい

年
ねん

部
ぶ

主
しゅ

催
さい

で、市
し

内
ない

のサンタ・アマリア学
がっ

校
こう

校
こう

庭
てい

で行
おこな

わ

れ老
ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

約
やく

800 人
にん

が、童
どう

心
しん

にかえり各
かく

種
しゅ

目
もく

を楽
たの

しんだ。

　ブロック担
たん

当
とう

山
やま

形
がた

県
けん

の青
せい

年
ねん

が、

皆
みな

さ ん 今
きょ　う

日 １ 日
にち

を運
うん

動
どう

会
かい

で楽
たの

し

ん で 下
くだ

さ い と 開
かい

会
かい

宣
せん

言
げん

。日
にっ

伯
ぱく

両
ちょう

国
こっ

歌
か

斉
せい

唱
しょう

、ラジ

　6 月
がつ

1
と

0
お

日
か

、サンパウロ市
し

議
ぎ

会
かい

貴
き

賓
ひん

室
しつ

で、ニッケイ新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

主
しゅ

催
さい

の「第
だい

58 回
かい

パウリスタ・スポーツ賞
しょう

」の授
じゅ

与
よ

式
しき

が聖
せい

市
し

議
ぎ

会
かい

で行
おこな

われ、県
けん

人
じん

の猫
ねこ

塚
ずか

司
もり

氏
し

（71 才
さい

）が相
す

撲
もう

普
ふ

及
きゅう

功
こう

労
ろう

者
しゃ

顕
けん

彰
しょう

を受
う

けた。

　1968 年
ねん

より毎
まい

年
ねん

全
ぜん

伯
はく

大
たい

会
かい

に出
しゅつ

場
じょう

、翌
よく

年
ねん

に団
だん

体
たい

優
ゆう

勝
しょう

。指
し

導
どう

者
しゃ

として自
みずか

らの敷
しき

地
ち

に土
ど

俵
ひょう

を作
つく

り、後
こう

世
せい

の指
し

導
どう

にあたる。

　聖
せい

北
ほく

相
す

撲
もう

連
れん

盟
めい

副
ふく

会
かい

長
ちょう

、全
ぜん

ブラジル相
す

撲
もう

連
れん

盟
めい

で技
ぎ

術
じゅつ

部
ぶ

長
ちょう

、副
ふく

会
かい

長
ちょう

を歴
れき

任
にん

した。

　猫
ねこ

塚
ずか

氏
し

は花
はな

巻
まき

市
し

笹
ささ

間
ま

出
しゅっ

身
しん

、

1963 年
ねん

コ チ ア

青
せい

年
ねん

として移
い

住
じゅう

。

アチバイア市
し

ピ

ラ カ イ ア 在
ざい

。 現
げん

在
ざい

バ ラ 栽
さい

培
ばい

、 販
はん

売
ばい

など、地
ち

域
いき

日
にっ

会
かい

会
かい

長
ちょう

など歴
れき

任
にん

。

　岩
いわ

手
て

県
けん

人
じん

会
かい

ア

チバイア支
し

部
ぶ

長
ちょう

。

岩
いわ

手
て

県
けん

相
す

撲
もう

連
れん

盟
めい

と交
こう

友
ゆう

関
かん

係
けい

あり。

　　ＮＨＫラジオ盛
も り

岡
お か

・ サンパウロと中
ちゅう

継
け い

　ＮＨＫ盛
も り

岡
おか

放
ほう

送
そう

「ま

じぇ 5 時
じ

」 番
ばん

組
ぐみ

担
たん

当
とう

の大
おお

槻
つき

さんから、

酒
さけ

・ 南
なん

部
ぶ

美
び

人
じん

の久
く

慈
じ

社
しゃ

長
ちょう

を交
まじ

え県
けん

人
じん

会
かい

をつなぎ、 輸
ゆ

出
しゅつ

などについて電
でん

話
わ

中
ちゅう

継
けい

の要
よう

請
せい

があった。

　6 月
がつ

11 日
にち

（水
すい

） 午
ご

前
ぜん

４
よ

時
じ

半
はん

（日
に

本
ほん

時
じ

間
かん

午
ご

後
ご

４
よ

時
じ

半
はん

） ＮＨＫ盛
も り

岡
おか

から、

千
ち

田
だ

宅
たく

へ電
でん

話
わ

があった。 松
まつ

田
だ

女
じょ

性
せい

アナウンサーと打
うち

合
あわ

せし、 本
ほん

放
ほう

送
そう

５

時
じ

半
はん

頃
ころ

中
ちゅう

継
けい

になった。。 久
ひさ

しぶりに久
く

慈
じ

さんの元
げん

気
き

な声
こえ

が響
ひび

いた。

　内
ない

容
よう

は気
き

候
こう

や県
けん

人
じん

会
かい

活
かつ

動
どう

など質
しつ

問
もん

があり、 活
かつ

動
どう

では郷
きょう

土
ど

食
しょく

（例
れい

、

わんこそばや三
さん

陸
り く

のワカメうどんなど） を、 日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

に紹
しょう

介
かい

。 また、 お

酒
さけ

はブラジル人
じん

は盃
さかずき

ではなくコップで飲
の

むので、 消
しょう

費
ひ

量
りょう

の違
ちが

いに驚いた

様
よ う

子
す

。 日
に

本
ほん

酒
し ゅ

の潜
せん

在
ざい

的
てき

な需
じゅ

要
よう

は少
すく

なくなく、 ブラジル人にも好
この

まれて

いる事
こ と

などを話
はな

した。

　番
ばん

組
ぐみ

担
たん

当
と う

大
おお

槻
つき

さんのコメント　お陰
かげ

様
さま

で、 とても楽
たの

しい放
ほう

送
そう

となりまし

た。 色
いろ

々
いろ

な話
はな

で盛
も

りあげて頂
いただ

き、 ありがとうございます。 （よい雰
ふん

囲
い

気
き

で

したので、 インタビュー時
き

間
かん

を予
よ

定
てい

よりも長
なが

くさせて頂
いただ

きました）

　中
ちゅう

継
けい

の久
く

慈
じ

社
しゃ

長
ちょう

（右
みぎ

）と松
まつ

田
だ

アナ , 下
げ

段
だん

は千
ち

田
だ

会
かい

長
ちょう

　　

猫
ね こ

塚
ず か

氏
し

にパウリスタスポーツ賞
し ょ う

　　（ 　５　）

オ体
たい

操
そう

で準
じゅん

備
び

運
うん

動
どう

をしプログラムに移
うつ

った。

　競
きょう

技
ぎ

は大
おと

人
な

の豆
まめ

拾
ひろ

い（Feijão ８ヶ）、子
こ

供
ども

や

大
おと

人
な

のパン食
く

い、子
こ

供
ども

の 50 Ｍ、100 Ｍ 競
きょう

争
そう

、

二人
にん

三脚
きゃく

、タイヤ転
ころ

がし、ボール送
おく

り、嫁
よめ

探
さが

し、

玉
たま

入
い

れ、卵
たまご

運
はこ

び、綱
つな

引
ひ

きなど楽
たの

しい 23 項
こう

目
もく

の

競
きょう

技
ぎ

が行
おこな

われた。

　今
こん

回
かい

も運
うん

動
どう

会
かい

観
かん

覧
らん

や参
さん

加
か

者
しゃ

に協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

い

し、福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

応
おう

援
えん

のため、施
し

設
せつ

で使
つか

う清
せい

掃
そう

用
よう

品
ひん

の持
もち

寄
よ

りや寄
き

付
ふ

金
きん

を集
あつ

め、サンパウロ日
にっ

伯
ぱく

援
えん

護
ご

協
きょう

会
かい

への応
おう

援
えん

となった。

　会
かい

場
じょう

には食
た

べ物
もの

業
ぎょう

者
しゃ

やバザー店
てん

がならび、

また食
しょく

広
ひろ

場
ば

が設
もう

けられ歓
かん

談
だん

交
こう

流
りゅう

など繰
く

り広
ひろ

げられた。



  　　　Ｗ杯
は い

日
に

本
ほ ん

選
せ ん

手
し ゅ

団
だ ん

の練
れ ん

習
し ゅ う

観
か ん

戦
せ ん

　　　本
ほ ん

番
ば ん

・ 日
に

本
ほん

人
じ ん

サポーターの行
こ う

為
い

に賞
しょう

賛
さ ん

  　ブラジルで開
かい

催
さい

される、ワールドカップ出
しゅつ

場
じょう

の日
に

本
ほん

選
せん

手
しゅ

団
だん

が、

７
なの

日
かよ

夜
る

イツゥ市
し

にキャンプ入
い

りした。翌
よく

６月
がつ

８
よう

日
か

（日
にち

）午
ご

後
ご

４時
じ

から近
きん

隣
りん

地
ち

のソロカバ（サ市
し

から約
やく

１００㌔）市
し

営
えい

サッカー場
じょう

で、

チームの自
じ

主
しゅ

練
れん

習
しゅう

が一
いっ

般
ぱん

に公
こう

開
かい

され、約
やく

５千
せん

人
にん

が日
に

本
ほん

選
せん

手
しゅ

団
だん

を

一
ひと

目
め

見
み

ようと会
かい

場
じょう

を埋
う

めた。

　この日
ひ

は主
おも

に地
じ

元
もと

日
にっ

系
けい

人
じん

はじめ、サンパウロから日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

生
せい

徒
と

、在
ざい

住
じゅう

日
にっ

系
けい

人
じん

、日
に

本
ほん

企
き

業
ぎょう

派
は

遣
けん

社
しゃ

員
いん

家
か

族
ぞく

、日
に

本
ほん

人
じん

サポーターなど

多
た

彩
さい

であった。

　球
きゅう

場
じょう

には日
に

本
ほん

選
せん

手
しゅ

団
だん

歓
かん

迎
げい

の巨
きょ

大
だい

なユニホームがスタンドを

飾
かざ

っていた。選
せん

手
しゅ

団
だん

の入
にゅう

場
じょう

と共
とも

に大
おお

きな声
せい

援
えん

があり、日
にち

語
ご

生
せい

徒
と

達
たち

との交
こう

歓
かん

で、児
じ

童
どう

たちは初
はじ

めて目
もく

前
ぜん

で会
あ

う有
ゆう

名
めい

選
せん

手
しゅ

らにサイ

ンを求
もと

めたり、写
しゃ

真
しん

に収
おさ

まっていた。

　自
じ

主
しゅ

練
れん

習
しゅう

の好
こう

プレーに本
ほん

田
だ

や香
か

川
がわ

, 長
は

谷
せ

川
がわ

選
せん

手
しゅ

の名
な

前
まえ

が叫
さけ

ば

れ、恰
あたか

も本
ほん

試
し

合
あい

のような声
せい

援
えん

がスタンド一
いっ

杯
ぱい

に広
ひろ

がった。　

　日
に

本
ほん

の本
ほん

試
し

合
あい

は在
ざい

伯
はく

日
にっ

系
けい

人
じん

の期
き

待
たい

に届
とど

かず、1 引
ひき

分
わ

け２敗
はい

で

予
よ

選
せん

突
とっ

破
ぱ

ならずで残
ざん

念
ねん

だった。

　『日
に

本
ほ ん

人
じ ん

サポーターをブラジルが大
お お

きく賞
しょう

賛
さ ん

』　

　各
かく

試
し

合
あい

場
じょう

で水
みず

色
いろ

の大
おお

袋
ぶくろ

を振
ふ

って、応
おう

援
えん

観
かん

戦
せん

した日
に

本
ほん

人
じん

サポー

ター達
たち

は、試
し

合
あい

終
しゅう

了
りょう

と共
とも

に会
かい

場
じょう

のゴミを拾
ひろ

い水
みず

色
いろ

の袋
ふくろ

に入
い

れ、

置
おき

場
ば

まで運
はこ

んだ。この道
どう

徳
とく

行
こう

為
い

にテレビや新
しん

聞
ぶん

が Japonês は偉
えら

いと大
おお

きく報
ほう

道
どう

。ブラジル人
じん

達
たち

も後
ご

日
じつ

ある街
がい

路
ろ

での観
かん

戦
せん

後
ご

、ごみ

拾
ひろ

いをしたらしく、翌
よく

朝
ちょう

街
がい

路
ろ

のゴミは一
いっ

掃
そう

され綺
き

麗
れい

であったと

報
ほう

道
どう

されていた。

　この良
よ

き行
こう

為
い

に同
おな

じ日
に

本
ほん

人
じん

や日
にっ

系
けい

人
じん

たちは、日
に

本
ほん

のサポーター

達
たち

を誇
ほこ

りに思
おも

ったに違
ちが

いない。ありがとう日
に

本
ほん

のサポーター ！

　　（  ６  ）

   留学 ・ 研修制度　Bolsa de estudo p/Japão

　　県
けん

費
ぴ

留
りゅう

学
が く

・ 研
けん

修
しゅう

生
せい

募
ぼ

集
しゅう

　岩手県の 2015 年度留学生・研修生希望者調書が近いうちに県

からあると思います。

　希望者は県人会へご連絡をお願いします。日本語能力 3 級以

上（認定証が必要）です。詳細は県人会まで。

　　その他の留学制度　日本への留学・研修制度は、各都道府

県人会で県費制度（県により一部廃止されている）や文部省、 国

際協力機構 （JICA）、 海外日系人協会 （日本財団より助成）、 国際

交流基金など他に受容れ機関が多くあります。（ネット参照）

　岩手県では各国から受入れておりますが、現在南米から１人と

枠が少なく、応募競争率が高いのが現状ですが、皆さんの能力次

第だと思います。

　8 月来伯した安倍総理に、県人会提案として県連が現行留研制

度とは別枠に、総理が力をいれている「地域創生本部」の枠組み

の中での留学制度は、日本語学習を義務とした 2 年間の長期研

修案を盛り込み、日伯交流の活性化は安倍総理の掲げる地方活性

化にもつながると提案した。

　参考に「日系スカラーシップ・夢の実現プロッジェクト」や「日

系社会リーダー育成事業」の例を紹介します。

　１） 「日系スカラーシップ ・ 夢の実現プロジェクト」

 ＜概要＞居住国との間の理解促進や居住国・地域社会の発展に

貢献するための具体的な計画を持つ若い日系人のために日本留学

の機会を与えるための奨学金プログラムです。当会が日本財団よ

り助成を受け実施しています。奨学金の支給期間は最大で 5 年間、

留学先の学校種は問いません。＜毎年募集期間＞ 6 月 1 日～ 7

月 31 日＞　応募についての詳細はこちらをご覧ください。↓

 http://www.jadesas.or.jp/kenshu/scholarship.html（日本語）

 http://www.jadesas.or.jp/es/kenshu/02scholarship.html （ポ語）

　２） 「日系社会リーダー育成事業」

 ＜概要＞将来の日系社会を担いうるリーダーを育成することを

目的に、日本の大学院（主に修士課程）に進学を希望する日系人

留学生に、滞在費、学費等の手当を支給する制度です。当会が

JICA より委託を受け、実施しています。＜募集期間＞ 7 月 1 日

～ 9 月 26 日 応募についての詳細はこちらをご覧ください↓

  http://www.jadesas.or.jp/kenshu/jicaleader.html　（日本語）

  http://www.jadesas.or.jp/pt/kenshu/jicaleader.html （ポ語）

　　　　
季節の花　桜　と　紫イッペー　　



　１908 年
ねん

6 月
がつ

18 日
にち

、第
だい

1
いっ

回
かい

日
に

本
ほん

移
い

民
みん

871 名
めい

を乗
の

せた移
い

民
みん

船
せん

「笠
かさ

戸
と

丸
まる

」がサントス港
こう

に入
にゅう

港
こう

し移
い

民
みん

の第
だい

一
いっ

歩
ぽ

を記
しる

してから、今
こ

年
とし

も 106 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

日
び

を迎
むか

えた。

　県
けん

人
じん

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい

主
しゅ

催
さい

で各
かく

県
けん

人
じん

会
かい

が先
せん

人
じん

たちの「過
か

去
こ

帖
ちょう

」を持
じ

参
さん

。イビラプエラ公
こう

園
えん

の「開
かい

拓
たく

先
せん

没
ぼつ

者
しゃ

慰
い

霊
れい

碑
ひ

」で仏
ぶっ

教
きょう

連
れん

合
ごう

会
かい

により、厳
おごそ

かな法
ほう

要
よう

がおこなわれ約
やく

80 人
にん

が参
さん

拝
ぱい

した。

　　　　　　　読
ど

経
きょう

のなかで感
かん

謝
し ゃ

の祈
いの

りを ・ ・ ・ 　

　

日
に

本
ほ ん

移
い

民
み ん

106 周
し ゅ う

年
ね ん

記
き

念
ね ん

日
び

   18 de Junho 106 anos de Imigração Japonesa 

　式
しき

は午
ご

前
ぜん

10 時
じ

半
はん

から、各
かく

県
けん

人
じん

会
かい

、関
かん

係
けい

県
けん

人
じん

福
ふく

嶋
しま

総
そう

領
りょう

事
じ

、出
で

先
さき

機
き

関
かん

、日
にっ

系
けい

主
しゅ

要
よう

団
だん

体
たい

、議
ぎ

員
いん

など見
み

守
まも

る中
なか

、先
せん

亡
ぼう

者
しゃ

へ感
かん

謝
しゃ

の意
い

を込
こめ

めて焼
しょう

香
こう

が行
おこな

われた。　

　「教
きょう

会
かい

でも」 午
ご

前
ぜん

8 時
じ

からは、日
にっ

系
けい

のサンゴンサロ教
きょう

会
かい

でも先
せん

駆
く

者
しゃ

慰
い

霊
れい

ミサに 100 人
にん

余
あま

りが参
さん

拝
ぱい

した。

　「文
ぶん

協
きょう

追
つい

悼
と う

法
ほう

要
よ う

」　午
ご

後
ご

２時
じ

半
はん

からはブラジル日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

福
ふく

祉
し

協
きょう

会
かい

と仏
ぶっ

教
きょう

連
れん

合
ごう

会
かい

共
きょう

催
さい

により、開
かい

拓
たく

先
せん

亡
ぼう

者
しゃ

追
つい

悼
とう

大
だい

法
ほう

要
よう

に約
やく

200 名
めい

が出
しゅっ

席
せき

し、先
せん

駆
く

者
しゃ

の冥
めい

福
ふく

を祈
いの

った。

　　（ 7）

  　　　　ブラジル県
け ん

人
じ ん

会
か い

発
は つ

　　サッカーＷ杯
は い

だより　 岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

が掲
けい

載
さい

　

　　サッカーのワールドカップがブラジルで開
かい

催
さい

されるにあたり、

母
ぼ

県
けん

の新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

「岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

社
しゃ

」から、現
げん

地
ち

の生
なま

の情
じょう

報
ほう

を伝
つた

えたい

と要
よう

請
せい

があった。

　熟
じゅっ

考
こう

の上
うえ

、県
けん

人
じん

会
かい

が母
ぼ

県
けん

の読
どく

者
しゃ

との「新
あたら

しい交
こう

流
りゅう

」に繋
つな

がれ

ばとの思
おも

いで協
きょう

力
りょく

することになった。

　紙
し

面
めん

はＷ杯
はい

開
かい

催
さい

前
まえ

の６月
がつ

８
よう

日
か

から、毎
まい

日
にち

曜
よう

版
ばん

に６回
かい

にわたり

掲
けい

載
さい

された。初
しょ

回
かい

千
ち

田
だ

会
かい

長
ちょう

は、国
こく

民
みん

の盛
もり

上
あ

がりや会
かい

場
じょう

整
せい

備
び

の遅
おく

れの中
なか

で、日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

では日
に

本
ほん

からのサポーターや旅
りょう

行
こう

者
しゃ

受
うけ

入
い

れ

体
たい

制
せい

が出
で

来
き

たことを伝
つた

えた。

　留
りゅう

研
けん

生
せい

OB や役
やく

員
いん

にもという事
こと

で、多
た

田
だ

マウロ副
ふく

会
かい

長
ちょう

は日
に

本
ほん

チームの自
じ

主
しゅ

練
れん

習
しゅう

で感
かん

じた事
こと

を記事に。　

　理
り

事
じ

の元
もと

留
りゅう

学
がく

生
せい

の山
やま

口
ぐち

セシリアさんは、日
に

本
ほん

のサポーターが

観
かん

戦
せん

後
ご

の「ゴミ拾
ひろ

い」が報
ほう

導
どう

されたことを日
に

本
ほん

人
じん

の美
び

徳
とく

な行
こう

為
い

として誇
ほこ

りに思
おも

うと、投
とう

稿
こう

。

　田
た

口
ぐち

精
せい

基
き

副
ふく

会
かい

長
ちょう

は、20 年
ねん

ほど前
まえ

、当
とう

地
ち

の高
こう

校
こう

生
せい

を岩
いわ

手
て

県
けん

に２

回
かい

派
は

遣
けん

し、岩
いわ

手
て

の高
こう

校
こう

生
せい

との親
しん

善
ぜん

試
し

合
あい

や地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

と交
こう

流
りゅう

した事
こと

を伝
つた

えた。

　佐
さ

々
さ

木
き

憲
けん

輔
すけ

相
そう

談
だん

役
やく

は日
に

本
ほん

人
じん

のゴミ拾
ひろ

いや、Ｗ杯
はい

期
き

間
かん

中
ちゅう

の日
にっ

系
けい

最
さい

大
だい

の「日
に

本
ほん

まつり」を紹
しょう

介
かい

した。

　最
さい

後
ご

の６回
かい

目
め

は再
さい

度
ど

、千
ち

田
だ

会
かい

長
ちょう

で、Ｗ杯
はい

期
き

間
かん

中
ちゅう

岩
いわ

手
て

出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

や他
た

県
けん

人
じん

のサポーター、またＷ杯
はい

を通
とお

して在
ざい

住
じゅう

日
にっ

系
けい

人
じん

やブラジ

ル人
じん

と様
さな

々
ざま

な日
にっ

伯
ぱく

交
こう

流
りゅう

が展
てん

開
かい

され、新
あらた

たな交
こう

歓
かん

があったことを

伝
つた

えた。　急
きゅう

遽
きょ

な寄
き

稿
こう

、或
ある

いは談
だん

話
わ

など提
てい

供
きょう

頂
いただ

いた皆
みな

さんに感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げると共
とも

に、写
しゃ

真
しん

も自
じ

己
こ

写
しゃ

真
しん

のほか、新
しん

聞
ぶん

社
しゃ

、友
ゆう

人
じん

か

らの提
てい

供
きょう

頂
いただ

いたことに心
こころ

からお礼
れい

を申
もう

し上
あ

げます。

 　　開
かい

拓
た く

先
せん

没
ぼつ

者
し ゃ

慰
い

霊
れい

碑
ひ

での先
せん

人
じ ん

追
つい

悼
と う

法
ほ う

要
よ う

　　



　        県
け ん

人
じ ん

会
か い

今
こ ん

後
ご

のプログラム

　

   料
りょう

理
り

講
こ う

習
しゅう

会
かい

　10 月 19 日（日）10 時より　参
さん

加
か

無
む

料
りょう

　希
き

望
ぼう

者
しゃ

は早
はや

めに申
もう

し込
こ

み下
くだ

さい。

　Curso de Culinária  dia 19/10/2014 partir de 10 h

　カナネイア旅
り ょ

行
こ う

(11 月 14 日－ 16 日 1 泊 3 日 ) を予
よ

定
てい

し

　ています .　

        ( Viagem para Cananéia ) 14/15/16 - Novembro

　  現
げん

在
ざい

、詳
しょう

細
さい

を煮
に

詰
つ

めておりますので、近
ちか

々
じか

ご案
あん

内
ない

致
いた

します。

　定
てい

員
いん

は 40 名
けい

前
ぜん

後
ご

になる見
み

込
こ

みです。

　案
あん

内
ない

は発
はっ

表
ぴょう

後
ご

、早
はや

めの申
もう

し込
こみ

みをお勧
すす

めします。

　2014 年
ねん

度
ど

　忘
ぼう

年
ねん

会
かい

（第
だい

55 回
かい

会
かい

員
いん

交
こう

流
りゅう

誕
たん

生
じょう

会
かい

を兼
か

ねます )

　　　　　12 月 14 日（日）正
しょう

午
ご

より

　　　　　各
かく

自
じ

、料
りょう

理
り

持
も

ち寄
よ

りでお願
ねが

いします。
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　　岩
い わ

手
て

県
け ん

人
じ ん

会
か い

サイトをご覧
ら ん

ください

　　www ; iwate.org.br

 　 最
さい

新
しん

の情
じょう

報
ほう

に更
こ う

新
しん

中
ちゅう

です。

　北上川河畔（盛岡市）から岩手山を望む


